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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 11月 13日 (2003.11.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
反 応 ガ ス の 流 通 空 間 を 区 画 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 と 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 間 に 配
置 さ れ た 中 間 壁 と 、 上 記 第 １ の 壁 と 上 記 中 間 壁 と の 間 に 形 成 さ れ 、 上 記 反 応 ガ ス が 一 端 側
か ら 導 入 さ れ 、 他 端 側 に 流 出 さ れ る 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 内 に 改 質
触 媒 が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ た 改 質 触 媒 層 と 、 上 記 第 １ の 壁 を 介 し て 上 記 改 質 触 媒 層 と 相 対
し て 設 け ら れ 、 加 熱 流 体 が 流 通 す る 加 熱 流 体 流 路 部 と 、 上 記 中 間 壁 と 上 記 第 ２ の 壁 と の 間
に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 を 流 通 し た 後 の 上 記 反 応 ガ ス が 他 端 側 か ら 導 入 さ れ 、
一 端 側 か ら 流 出 さ れ る 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 他 端 側 に 接 合 さ れ
、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と を 連 通 し 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら
流 出 し た 上 記 反 応 ガ ス を 反 転 し て 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 に 流 入 さ せ る ガ ス 連 通 部 を 構 成 す
る 端 部 フ タ と を 有 す る 改 質 反 応 器 を 備 え た 燃 料 改 質 装 置 に お い て 、
上 記 端 部 フ タ が 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ら 熱 的 に 隔 離 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 断 熱 材 が 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス に 対 し て 上 記 端 部 フ タ を
遮 蔽 す る よ う に 上 記 ガ ス 連 通 部 内 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 断 熱 材 が 上 記 加 熱 流 体 に 対
し て 上 記 端 部 フ タ を 遮 蔽 す る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
反 応 ガ ス の 流 通 空 間 を 区 画 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 と 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 間 に 配
置 さ れ た 中 間 壁 と 、 上 記 第 １ の 壁 と 上 記 中 間 壁 と の 間 に 形 成 さ れ 、 上 記 反 応 ガ ス が 一 端 側
か ら 導 入 さ れ 、 他 端 側 に 流 出 さ れ る 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 内 に 改 質
触 媒 が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ た 改 質 触 媒 層 と 、 上 記 第 １ の 壁 を 介 し て 上 記 改 質 触 媒 層 と 相 対
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上 記 端 部 フ タ が 、 上 記 加 熱 流 体 流 路 部 を 流 通 す る 上 記 加 熱 流 体 か ら 熱 的 に 隔 離 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
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し て 設 け ら れ 、 加 熱 流 体 が 流 通 す る 加 熱 流 体 流 路 部 と 、 上 記 中 間 壁 と 上 記 第 ２ の 壁 と の 間
に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 を 流 通 し た 後 の 上 記 反 応 ガ ス が 他 端 側 か ら 導 入 さ れ 、
一 端 側 か ら 流 出 さ れ る 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 他 端 側 に 接 合 さ れ
、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と を 連 通 し 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら
流 出 し た 上 記 反 応 ガ ス を 反 転 し て 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 に 流 入 さ せ る ガ ス 連 通 部 を 構 成 す
る 端 部 フ タ と を 有 す る 改 質 反 応 器 を 備 え た 燃 料 改 質 装 置 に お い て 、
上 記 端 部 フ タ を 冷 却 す る 冷 却 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 端 部 フ タ が 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス お よ び 上 記 加 熱 流 体 流
路 部 を 流 通 す る 上 記 加 熱 流 体 の 少 な く と も 一 方 か ら 熱 的 に 隔 離 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス に 対 し て 上 記 端 部 フ タ を 遮 蔽 す る よ う に
上 記 ガ ス 連 通 部 内 に 配 設 さ れ た 第 １ の 断 熱 材 、 お よ び 、 上 記 加 熱 流 体 に 対 し て 上 記 端 部 フ
タ を 遮 蔽 す る よ う に 配 設 さ れ た 第 ２ の 断 熱 材 の 少 な く と も 一 方 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る

記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 が 上 記 中 間 壁 に 対 し て 上 記 端 部 フ タ の 設 置 方 向 に 延 伸 さ れ 、 上 記
端 部 フ タ が 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 延 伸 部 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ 、 の い ず れ か に 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス の 上 記 端 部 フ タ 側 へ の 流 入 を 遮 蔽 す る 仕
切 り 板 が 上 記 ガ ス 連 通 部 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 第 １ の 壁 の 上 記 端 部 フ タ と の 接 合 部 と 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 の 他 端 部 と の 間 に 位 置 す
る 上 記 第 １ の 壁 の 延 伸 部 に 肉 薄 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料
改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
上 記 仕 切 り 板 は 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 熱 膨 張 差 に 起 因 す る 熱 応 力 を 受 け な い よ う に 上
記 ガ ス 連 通 部 内 に 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
上 記 冷 却 構 造 は 、 上 記 端 部 フ タ の 反 改 質 触 媒 層 側 に 密 接 し て 配 置 さ れ た 冷 却 部 と 、 該 冷 却
部 内 を 流 通 す る 冷 却 流 体 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
上 記 冷 却 部 は 、 上 記 端 部 フ タ の 反 改 質 触 媒 層 側 の 端 面 に 沿 っ て 流 れ る 上 記 冷 却 流 体 の 流 路
と 、 上 記 第 １ の 壁 の 上 記 端 部 フ タ と の 接 合 部 と 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 の 他 端 部 と の 間 に 位
置 す る 上 記 第 １ の 壁 の 延 伸 部 の 上 記 加 熱 流 体 流 路 部 側 の 壁 面 に 沿 っ て 流 れ る 上 記 冷 却 流 体
の 流 路 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
燃 焼 装 置 を 備 え 、 上 記 加 熱 流 体 が 該 燃 焼 装 置 か ら 排 出 さ れ る 燃 焼 ガ ス で あ り 、 上 記 冷 却 流
体 が 該 燃 焼 装 置 に 供 給 さ れ る 空 気 お よ び 燃 料 ガ ス の 少 な く と も 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
上 記 冷 却 流 体 は 空 気 で あ り 、 該 空 気 が 上 記 冷 却 部 を 流 通 後 上 記 加 熱 流 体 に 合 流 す る よ う 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
上 記 冷 却 流 体 は 水 で あ り 、 該 水 を 上 記 冷 却 部 を 流 通 さ せ て 得 ら れ る ス チ ー ム が 上 記 反 応 ガ
ス と し て 上 記 改 質 触 媒 層 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の
燃 料 改 質 装 置 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
上 記 第 １ の 断 熱 材 は 、 ９ ０ ％ 以 上 の ア ル ミ ナ 繊 維 含 有 バ ル ク 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る

記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
上 記 第 １ の 断 熱 材 は 、 ２ ０ ％ 以 上 の ア ル ミ ナ 繊 維 含 有 バ ル ク 材 を 、 ６ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で
一 回 以 上 加 熱 処 理 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質
装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
上 記 第 １ の 壁 、 上 記 第 ２ の 壁 お よ び 上 記 中 間 壁 は 同 心 円 状 に 配 置 さ れ た 円 筒 形 状 に 作 製 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 改
質 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
上 記 第 １ の 壁 、 上 記 第 ２ の 壁 お よ び 上 記 中 間 壁 は 平 板 形 状 に 作 製 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 に 触 媒 層 を 設 け 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 に 設 け た 上 記 改 質 触 媒 層 を
通 過 し た 上 記 反 応 ガ ス が 、 該 触 媒 層 を 流 通 す る こ と に よ り 第 ２ の 反 応 を 進 行 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
上 記 触 媒 層 は 、 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 に 保 持 さ れ た Ｃ Ｏ を 低 減 さ せ る 触 媒 で 構 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 記 載 の 燃 料 改 質 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 燃 料 改 質 装 置 は 、 反 応 ガ ス の 流 通 空 間 を 区 画 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 と 、
上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 間 に 配 置 さ れ た 中 間 壁 と 、 上 記 第 １ の 壁 と 上 記 中 間 壁 と の 間 に
形 成 さ れ 、 上 記 反 応 ガ ス が 一 端 側 か ら 導 入 さ れ 、 他 端 側 に 流 出 さ れ る 第 １ の ガ ス 流 路 部 と
、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 内 に 改 質 触 媒 が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ た 改 質 触 媒 層 と 、 上 記 第 １ の
壁 を 介 し て 上 記 改 質 触 媒 層 と 相 対 し て 設 け ら れ 、 加 熱 流 体 が 流 通 す る 加 熱 流 体 流 路 部 と 、
上 記 中 間 壁 と 上 記 第 ２ の 壁 と の 間 に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 を 流 通 し た 後 の 上 記
反 応 ガ ス が 他 端 側 か ら 導 入 さ れ 、 一 端 側 か ら 流 出 さ れ る 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ お
よ び 第 ２ の 壁 の 他 端 側 に 接 合 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と を 連
通 し 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 し た 上 記 反 応 ガ ス を 反 転 し て 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部
に 流 入 さ せ る ガ ス 連 通 部 を 構 成 す る 端 部 フ タ と を 有 す る 改 質 反 応 器 を 備 え た 燃 料 改 質 装 置
に お い て 、 上 記 端 部 フ タ が 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ら 熱 的 に
隔 離 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】

ま た 、 第 １ の 断 熱 材 が 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス に 対 し て 上 記 端 部
フ タ を 遮 蔽 す る よ う に 上 記 ガ ス 連 通 部 内 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 断 熱 材 が 上 記 加 熱 流
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請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ６

、 請 求 項 ２ お よ び 請 求 項 ４ の い ず れ か に

、 請 求 項 ２ お よ び 請 求 項 ４ の い ず れ か に

、 請 求 項 ２ お よ び 請 求 項 ４ の い ず れ か に

請 求 項 ２ ０

ス か

ま た 、 上 記 端 部 フ タ が 、 上 記 加 熱 流 体 流 路 部 を 流 通 す る 上 記 加 熱 流 体 か ら 熱 的 に 隔 離 さ れ
て い る も の で あ る 。

あ る い は



体 に 対 し て 上 記 端 部 フ タ を 遮 蔽 す る よ う に 配 設 さ れ て い る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 反 応 ガ ス の 流 通 空 間 を 区 画 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 と 、 上 記 第 １ お よ
び 第 ２ の 壁 の 間 に 配 置 さ れ た 中 間 壁 と 、 上 記 第 １ の 壁 と 上 記 中 間 壁 と の 間 に 形 成 さ れ 、 上
記 反 応 ガ ス が 一 端 側 か ら 導 入 さ れ 、 他 端 側 に 流 出 さ れ る 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ の
ガ ス 流 路 部 内 に 改 質 触 媒 が 保 持 さ れ て 構 成 さ れ た 改 質 触 媒 層 と 、 上 記 第 １ の 壁 を 介 し て 上
記 改 質 触 媒 層 と 相 対 し て 設 け ら れ 、 加 熱 流 体 が 流 通 す る 加 熱 流 体 流 路 部 と 、 上 記 中 間 壁 と
上 記 第 ２ の 壁 と の 間 に 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 を 流 通 し た 後 の 上 記 反 応 ガ ス が 他
端 側 か ら 導 入 さ れ 、 一 端 側 か ら 流 出 さ れ る 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁
の 他 端 側 に 接 合 さ れ 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 と 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 と を 連 通 し 、 上 記 第
１ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 し た 上 記 反 応 ガ ス を 反 転 し て 上 記 第 ２ の ガ ス 流 路 部 に 流 入 さ せ る
ガ ス 連 通 部 を 構 成 す る 端 部 フ タ と を 有 す る 改 質 反 応 器 を 備 え た 燃 料 改 質 装 置 に お い て 、 上
記 端 部 フ タ が 、 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ら 熱 的 に 隔 離 さ れ て い
る 。 こ れ に よ り 、 ガ ス 連 通 部 を 通 過 す る ７ ０ ０ ℃ 前 後 の 反 応 ガ ら 端 部 フ タ お よ び そ の
近 傍 へ の 熱 移 動 が 抑 え ら れ 、 部 材 の 低 温 化 が 図 ら れ る の で 、 耐 ク リ ー プ 強 度 の 高 い 状 態 で
運 用 で き る 。 従 っ て 、 高 価 な 耐 ク リ ー プ 材 を 使 用 せ ず と も 耐 熱 性 に 強 い 運 転 が 可 能 と な り
、 装 置 の 信 頼 性 向 上 な ら び に コ ス ト の 低 減 が 図 れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】

ま た 、 第 １ の 断 熱 材 が 上 記 第 １ の ガ ス 流 路 部 か ら 流 出 す る 上 記 反 応 ガ ス に 対 し て 上 記 端 部
フ タ を 遮 蔽 す る よ う に 上 記 ガ ス 連 通 部 内 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の 断 熱 材 が 上 記 加 熱 流
体 に 対 し て 上 記 端 部 フ タ を 遮 蔽 す る よ う に 配 設 さ れ て い る の で 、 ガ ス 連 通 部 を 通 過 す る ７
０ ０ ℃ 前 後 の 反 応 ガ ス お よ び １ ０ ０ ０ ℃ 前 後 の 加 熱 流 体 か ら 端 部 フ タ お よ び そ の 近 傍 へ の
熱 移 動 を 簡 易 な 構 造 で 抑 え る こ と が で き る 。 そ し て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 断 熱 材 の 厚 み 調 整
等 で 容 易 に か つ 効 果 的 に 低 温 化 す る こ と 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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ま た 、 端 部 フ タ が 、 上 記 加 熱 流 体 流 路 部 を 流 通 す る 上 記 加 熱 流 体 か ら 熱 的 に 隔 離 さ れ て い
る の で 、 １ ０ ０ ０ ℃ 前 後 の 加 熱 流 体 か ら 端 部 フ タ お よ び そ の 近 傍 へ の 熱 移 動 が 抑 え ら れ 、
部 材 の 低 温 化 が 図 ら れ 、 耐 ク リ ー プ 強 度 の 高 い 状 態 で 運 用 で き る 。

あ る い は



【 図 １ 】
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